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(1) 内耳温度の変化:極超短波(周波数 2， 450 MHz，波長12.5cm) の照射アンテナ(直径約 9 cm) を
ウレタン腹腔内麻酔後のモルモットとウサギの頭頂部より上方に約 5 cm離れたところから両側の
内耳に向け照射し，内耳ヘサーミスター温度計の (IÆil，，\_ì'H~ を挿入して， 経時的に温度を測定した。
これを屍体の場合にも行った。
出力20~30Wの場合，生体耳では経時的な温度上昇は次第に減少し，屍体耳では照射時間に比例
した温度上昇があった。例えばウサギでは20~30W 15分間照射後の生体耳は1. O~ 1. TC ， 屍体耳
は 4. O~ 5. 50 C 上昇した。 照射中止後の温度下降は生体の方がすみやかであった。






ころ照射 2 分後より 7~10%の血管径拡張が認められた。
(4) 骨蛸牛の血流25化: (3)と同様に骨蛸牛の毛細血管や細動脈を観察し， sludge やそれに近い状態に
にある赤血球の速度をストップウオッチで測った。
出力20Wで 8 分間照射し，照射中と照射後の血流速度の改善が認められた。









(出力 20~30 W15分間)を患耳の耳介外側より内耳に向け 1 日 1 回，または15分間の休憩を聞に
入れて 1 日 2 回照射し，少なくとも 10回以上治療した。同期間内に薬物だけで治療された 91名
(B 群)に比べ， A群の治療成績の優れていることが認められた。
〔総括〕
極超短波(出力20~30W) 照射によるモルモットやウサギの内耳温度変化は屍体と生体で著しく異
っていた。このことから，生体では照射部の循環代謝が促進されたと考えられた。また，モルモット
骨蛸牛の細動脈は照射により拡張し， sludge などの血流遅滞が改善された。-方，この照射を連続
15分間行っても，照射部皮膚や内耳に障害はなかった。椎骨動脈のモデル実験から，照射側の内耳の
みならずそれと同側の椎骨動脈血流も促進されることが推察でき，ヒトの椎骨動脈血流を超音波血流
計で測定することにより実証できた。従って，照射側の椎骨動脈，脳底動脈，前下小脳動脈(その他
の脳底動脈の脳底動脈系の傾|肢)，迷路動脈系と一連の動脈の血行と同時に，静脈系の血行も増大し，
内耳の病的状態の改善を促進させると考えられた。
突発性難聴に対する極超短波と薬物の治療成績は，以上の実験的根拠を肯定するものであった。
論文の審査結果の要旨
本研究は温熱療法としての極超短波照射を，耳鼻科領域に初めて応用し，内耳性難聴を治療するた
めに，基礎的には内耳への極超短波照射による内耳温度変化，組織障害の有無，血管と血流の変化，
更に，椎骨動脈血流への影響などを検討し，治療に使用する照射量では，内耳や皮膚の障害はなく，
内耳の血流は改善され，椎骨動脈血流も促進されることを明らかにした。また，臨床的には内耳性難
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聴といわれている突発性難聴耳に，極超短波照射を利用し，治療成績の向上することを実証した。
このような基礎的，臨床的知見は全く新しいもので，耳鼻科領域の疾患に対する今後の新しい治療
法の発展に寄与するところが大である。
本論文は学位論文として十分価値あるものと認める。
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